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(57)【要約】
【課題】シートバックのベースフレームへの組み付けを
簡素な構造により位置合わせして行えるようにすること
。
【解決手段】シートバック２が乗物フロア上に設置され
たシートクッション３に連結されたシート１であって、
シートバック２のサイドフレーム２Ｆ１と一体的関係を
成してシートクッション３のサイドフレーム３Ｆ１と連
結されるリクライニングプレート３Ｒと、リクライニン
グプレート３Ｒに設けられてシートクッション３のサイ
ドフレーム３Ｆ１との当接によりリクライニングプレー
ト３Ｒとサイドフレーム３Ｆ１との連結位置の位置決め
を行う位置決め部材（固定ブラケット８）と、を有する
構成となっている。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シートバックが乗物本体上のベースフレームに連結された乗物用シートであって、
　前記シートバックのフレームと一体的関係を成して前記ベースフレームと連結される連
結フレームと、
　該連結フレーム又は前記ベースフレームの一方に設けられて他方との当接により互いの
連結位置の位置決めを行う位置決め部材と、を有する乗物用シート。
【請求項２】
　請求項１に記載の乗物用シートであって、
　前記連結フレームと前記ベースフレームとが互いに高さ方向に組み合わされて幅方向に
重ねられた状態に連結される構成とされ、
　前記位置決め部材が前記一方から他方に向けて幅方向に張り出して該他方との高さ方向
の当接により前記連結位置の位置決めを行う構成とされている乗物用シート。
【請求項３】
　請求項２に記載の乗物用シートであって、
　前記位置決め部材が前記一方に幅方向にあてがわれて結合されて幅方向に張り出す形に
折り曲げられた形状を持つ板材により形成されている乗物用シート。
【請求項４】
　請求項３に記載の乗物用シートであって、
　前記連結フレームが前記シートバックのサイドフレームの外側部に連結されたリクライ
ニングプレートとして構成され、前記ベースフレームが前記リクライニングプレートの内
側部に重ねられて連結される構成とされ、前記位置決め部材が前記リクライニングプレー
トの外側部に結合された板材として構成されて幅方向に折り曲げられた板状の張出部が前
記リクライニングプレートに形成された貫通孔から内側へと通されて幅方向に張り出す構
成とされている乗物用シート。
【請求項５】
　請求項４に記載の乗物用シートであって、
　前記位置決め部材が前記連結フレームの外側部にシート装備品を固定するために結合さ
れた板状のブラケットにより構成されている乗物用シート。
【請求項６】
　請求項２から請求項５のいずれかに記載の乗物用シートであって、
　前記連結フレームと前記ベースフレームとが前後方向の２箇所で互いに連結される構成
とされ、
　前記位置決め部材と前記他方とが前記２箇所の間の位置で当接するようになっている乗
物用シート。
【請求項７】
　請求項２から請求項６のいずれかに記載の乗物用シートであって、
　前記位置決め部材が前記他方に形成された高さ方向に凹んだ凹部内に入り込んで該凹部
の底面と当接する構造となっている乗物用シート。
【請求項８】
　請求項１から請求項７のいずれかに記載の乗物用シートであって、
　前記位置決め部材が前記他方に面当接して１箇所で位置決めを行う構成とされている乗
物用シート。
【請求項９】
　請求項１から請求項８のいずれかに記載の乗物用シートであって、
　前記連結フレームと前記ベースフレームとの連結構造が幅方向に一対で設けられており
、
　前記位置決め部材が前記一対のいずれかにのみ設定されている乗物用シート。
                                                                                
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、乗物用シートに関する。詳しくは、シートバックが乗物本体上のベースフレ
ームに連結された乗物用シートに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、車両用シートにおいて、シートバックがリクライナを介してシートクッションと
連結されたものが知られている（特許文献１）。具体的には、上記シートバックとシート
クッションとの組み付けは、次のように行われている。先ず、シートバックの各サイドフ
レームの下端部に、予めリクライナを介してリクライニングプレートと呼ばれるシートク
ッション側の各サイドフレームと締結されるフレーム部品を組み付けておく。次に、上記
各リクライニングプレートを、それぞれ、シートクッション側の各サイドフレームの後端
側の組み付け位置にそれぞれ位置合わせしてボルト締結する。これにより、上記各リクラ
イニングプレートを介してシートバックとシートクッションとが連結された状態となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実開平０６－０７９３４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記従来技術では、各リクライニングプレートをシートクッションの各サイドフレーム
の組み付け位置に位置合わせする際に、シートバックを何らかの形で支える治具が必要と
なる。しかし、シートバックのような重量物を支える治具は、大掛かりとなるため、この
ような重量物の位置決めを簡素な形で行えるとよい。本発明は、上記問題を解決するもの
として創案されたものであって、本発明が解決しようとする課題は、シートバックのベー
スフレームへの組み付けを簡素な構造により位置合わせして行えるようにすることにある
。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するために、本発明の乗物用シートは次の手段をとる。
【０００６】
　第１の発明は、シートバックが乗物本体上のベースフレームに連結された乗物用シート
であって、シートバックのフレームと一体的関係を成してベースフレームと連結される連
結フレームと、連結フレーム又はベースフレームの一方に設けられて他方との当接により
互いの連結位置の位置決めを行う位置決め部材と、を有するものである。
【０００７】
　この第１の発明によれば、連結フレームとベースフレームとの連結位置の位置決めを、
これらのうちの一方に設けた位置決め部材と他方との当接によって行うことで、シートバ
ックをベースフレームに対して簡素な構造により位置合わせして組み付けることができる
。
【０００８】
　第２の発明は、上述した第１の発明において、次の構成とされているものである。連結
フレームとベースフレームとが互いに高さ方向に組み合わされて幅方向に重ねられた状態
に連結される構成とされている。位置決め部材が上記一方から他方に向けて幅方向に張り
出して他方との高さ方向の当接により連結位置の位置決めを行う構成とされている。
【０００９】
　この第２の発明によれば、位置決め部材を他方に対して重力方向に当接させることで、
両者を安定した位置決め状態に保持することができる。また、連結フレームとベースフレ
ームとが互いに幅方向に重ねられる構成となっているものに対して位置決め部材が適用さ
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れることで、位置決め部材を幅方向の張り出し長さの短い構造強度の高い構成とすること
ができる。
【００１０】
　第３の発明は、上述した第２の発明において、次の構成とされているものである。位置
決め部材が上記一方に幅方向にあてがわれて結合されて幅方向に張り出す形に折り曲げら
れた形状を持つ板材により形成されている。
【００１１】
　この第３の発明によれば、位置決め部材を上記一方に広くあてがえて強固に結合しつつ
、幅方向に張り出す形状を持たせた構成とすることができる。
【００１２】
　第４の発明は、上述した第３の発明において、次の構成とされているものである。連結
フレームがシートバックのサイドフレームの外側部に連結されたリクライニングプレート
として構成されている。ベースフレームがリクライニングプレートの内側部に重ねられて
連結される構成とされている。位置決め部材がリクライニングプレートの外側部に結合さ
れた板材として構成されて幅方向に折り曲げられた板状の張出部がリクライニングプレー
トに形成された貫通孔から内側へと通されて幅方向に張り出す構成とされている。
【００１３】
　この第４の発明によれば、位置決め部材を、連結フレーム（リクライニングプレート）
のベースフレームとの重ね合わせに影響しない外側部に設けつつ、ベースフレームと高さ
方向に当接させるための張出部を、連結フレーム（リクライニングプレート）の内側へ適
切に張り出させた構成とすることができる。
【００１４】
　第５の発明は、上述した第４の発明において、次の構成とされているものである。位置
決め部材が連結フレームの外側部にシート装備品を固定するために結合された板状のブラ
ケットにより構成されている。
【００１５】
　この第５の発明によれば、位置決め部材を連結フレーム（リクライニングプレート）の
外側部に結合されるシート装備品の固定用のブラケットの構成を利用して合理的に構成す
ることができる。
【００１６】
　第６の発明は、上述した第２から第５のいずれかの発明において、次の構成とされてい
るものである。連結フレームとベースフレームとが前後方向の２箇所で互いに連結される
構成とされている。位置決め部材と上記他方とが上記２箇所の間の位置で当接するように
なっている。
【００１７】
　この第６の発明によれば、位置決め部材により、連結フレームとベースフレームとの前
後２箇所の連結位置をそれぞれ少ない誤差で位置決めすることができる。
【００１８】
　第７の発明は、上述した第２から第６のいずれかの発明において、次の構成とされてい
るものである。位置決め部材が上記他方に形成された高さ方向に凹んだ凹部内に入り込ん
で凹部の底面と当接する構造となっている。
【００１９】
　この第７の発明によれば、位置決め部材を上記他方に形成された凹部内に入り込ませて
、前後方向にバタ付かせにくい状態にして他方に当接させることができる。
【００２０】
　第８の発明は、上述した第１から第７のいずれかの発明において、次の構成とされてい
るものである。位置決め部材が上記他方に面当接して１箇所で位置決めを行う構成とされ
ている。
【００２１】
　この第８の発明によれば、位置決め部材を１箇所で位置決めを行う簡素な構成とするこ
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とができる。
【００２２】
　第９の発明は、上述した第１から第８のいずれかの発明において、次の構成とされてい
るものである。連結フレームとベースフレームとの連結構造が幅方向に一対で設けられて
いる。位置決め部材が上記一対のいずれかにのみ設定されている。
【００２３】
　この第９の発明によれば、幅方向に一対の連結構造のうちのいずれかにのみ位置決め部
材を設定することで、構成の簡素化を図ることができる。また、上記一対のいずれかにの
み設定される何らかの機能部品を位置決め部材として兼用させる構成とする場合に、上記
機能部品を有効に活用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】実施例１の乗物用シートの概略構成を表した斜視図である。
【図２】図１の側面図である。
【図３】図２からシートバックが前倒し位置まで倒し込まれた状態を表した側面図である
。
【図４】図２のIV-IV線断面図である。
【図５】シートバックをシートクッションに組み付ける前の分解斜視図である。
【図６】図５のVI部を内側から見た斜視図である。
【図７】図６から固定ブラケットを外した分解斜視図である。
【図８】図５のVI部の組み付け状態を内側から見た斜視図である。
【図９】図８を外側から見た斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下に、本発明を実施するための形態について、図面を用いて説明する。
【実施例１】
【００２６】
＜シート１の基本構造＞
　始めに、実施例１のシート１（乗物用シート）の構成について、図１～図９を用いて説
明する。先ず、図１を参照しながら、シート１の基本構成について説明する。本実施例の
シート１は、図１に示すように、自動車の右側座席として構成されている。上記シート１
は、着座者の背凭れとなるシートバック２と、着座部となるシートクッション３と、頭凭
れとなるヘッドレスト４と、を備えた構成となっている。上述したシートバック２は、シ
ートクッション３の後端部に連結されて設けられている。また、シートクッション３は、
車両のフロア（乗物本体）上に連結されて設けられている。また、ヘッドレスト４は、シ
ートバック２の上部に装着されて設けられている。
【００２７】
　上述したシートバック２は、具体的には、シートクッション３の後端部に、左右一対の
リクライナ５を介して背凭れ角度の調節を行える状態に連結されている。これらリクライ
ナ５は、常時は、シートバック２の背凭れ角度を固定したロック状態に切り換えられた状
態として保持されている。そして、これらリクライナ５は、シートクッション３の図示し
ない乗降ドア側に面する車両外側の側部に設けられた不図示のリクライニングレバーが引
き上げられる操作によって、それらのロック状態が一斉に解除されて、シートバック２の
背凭れ角度を前後方向に傾けられる状態に切り換えられるようになっている。
【００２８】
　上述したシートバック２は、常時は、シートクッション３との間に掛着された左右一対
のスパイラルスプリング２Ｓの附勢力によって、前側に向かって回転附勢された状態とさ
れている。これにより、シートバック２は、上記不図示のリクライニングレバーが操作さ
れてその背凭れ角度の固定状態が解かれることにより、上述した各スパイラルスプリング
２Ｓの附勢力によって着座者の背部に押し当てられる位置まで起こし上げられて、着座者
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の背部が前後に傾けられる動作に追従する形で背凭れ角度が簡便に調節される構成とされ
ている。上記シートバック２は、シート１に人が座っていない状態では、上記不図示のリ
クライニングレバーが操作されることにより、シートクッション３の上面部に折り畳まれ
る位置まで前側に倒し込まれるようになっている。
【００２９】
　また、図２～図３に示すように、上述したシートバック２とシートクッション３との車
両内側の連結部間には、上述したシートバック２がシートクッション３の上面部に折り畳
まれる動作によって牽引操作されるケーブル７が架け渡されている。上記ケーブル７は、
その図示された一端側において牽引操作されることにより、図示しない他端側においてシ
ートクッション３の後端部をフロア上にロックしている不図示の着座ロック部のロックを
解除するようになっている。上記の解除操作により、シート１を２つ折り状態のまま、シ
ートクッション３の前端部を支点に前方側へ跳ね上げて格納することができるようになる
構成となっている。
【００３０】
　ところで、図１及び図５に示すように、上述したシートバック２は、次のようにシート
クッション３の後端部に組み付けられている。先ず、図５に示すように、シートバック２
は、その骨格を成すバックフレーム２Ｆに対して、予め、上述した各側のリクライナ５と
、これらリクライナ５を介してシートクッション３の後端部と連結される各側のリクライ
ニングプレート３Ｒと、が組み付けられた状態とされている。更に、シートバック２は、
上記組み付けられたバックフレーム２Ｆに対して、図示しないクッション材となるバック
パッドと、表皮材となるバックカバーと、がそれぞれ組み付けられた状態とされている。
また、シートクッション３も同様に、その骨格を成すクッションフレーム３Ｆに対して、
予め、図示しないクッション材となるクッションパッドと、表皮材となるクッションカバ
ーと、がそれぞれ組み付けられた状態とされている。
【００３１】
　上記の組み付け状態から、先ず、上述したシートバック２の左右両側の下端部にある各
側のリクライニングプレート３Ｒを、シートクッション３の対応する各側のサイドフレー
ム３Ｆ１の後端側の組み付け位置にそれぞれ近づけて位置合わせする。そして、上記の位
置合わせ状態で、各側のリクライニングプレート３Ｒとシートクッション３の各側のサイ
ドフレーム３Ｆ１との位置合わせされた各締結箇所にそれぞれ幅方向の外側からボルト３
Ｒ４を前後に２本ずつ差し込んで締結する。これにより、各側のリクライニングプレート
３Ｒがシートクッション３の各側のサイドフレーム３Ｆ１の後端部に強固に一体的に結合
された状態となる。
【００３２】
　上述したシートバック２のシートクッション３への組み付けに際しては、重量物たるシ
ートバック２を上述した各締結箇所にそれぞれ位置合わせした状態のまま各ボルト３Ｒ４
の締結作業を行わなければならない。しかし、上記の組み付け時には、予めシートバック
２に組み付けられた上述した不図示のバックパッドが、同じくシートクッション３に組み
付けられた不図示のクッションパッドの上部に載置されることで、シートバック２がおお
かたシートクッション３によって下方側から支持された状態とされるため、あとは両者間
の微細な位置合わせやシートバック２の傾倒防止を目的とした位置保持が必要となる程度
となる。
【００３３】
　そこで、上述したシートバック２のシートクッション３への組み付け時の位置合わせを
合理的に行うために、両者の互いに位置合わせされる構造部間に、互いに高さ方向にあて
がわれて互いの連結位置の位置決めを行う位置決め構造が設けられている。上記の位置決
め構造は、具体的には、図６～図７に示すように、車両内側のリクライニングプレート３
Ｒに結合された固定ブラケット８の張出部８Ｃが、同側のシートクッション３のサイドフ
レーム３Ｆ１の後端部に形成された張出片３Ｆ１ｂに対して、上方側からの組み付けによ
り面当接した状態にあてがわれて位置決めされる構成からなっている。
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【００３４】
　上記の組み付けにより、シートバック２は、その幅方向の片側のみでの位置決めであっ
ても、上述した図示しないバックパッドとクッションパッドとの当たりによるおおかたの
支持により傾倒しないようにバランスされて、位置決めされた状態に自立して保持される
ようになっている。上記の位置決めに使用される固定ブラケット８は、図２～図３で前述
したケーブル７の端部を掛け止めておくために使われる板材となっており、このような他
目的のために使われる部材を利用して位置決め構造が合理的に構成されている。ここで、
上述したシートクッション３の車両内側のサイドフレーム３Ｆ１が本発明の「ベースフレ
ーム」に相当し、同側のリクライニングプレート３Ｒが本発明の「連結フレーム」に相当
し、ケーブル７が本発明の「シート装備品」に相当し、固定ブラケット８が本発明の「位
置決め部材」及び「ブラケット」に相当する。
【００３５】
＜シートバック２の骨格について＞
　以下、上述した位置決め構造の具体的な構成について、各部の具体的な構成と併せて詳
しく説明していく。先ず、シートバック２の構成について説明する。図１に示すように、
シートバック２は、その骨格を成すバックフレーム２Ｆが、正面視逆Ｕ字状の形に組まれ
た構成とされている。具体的には、上記バックフレーム２Ｆは、左右一対の縦長状の鋼板
材から成るサイドフレーム２Ｆ１と、各サイドフレーム２Ｆ１の上端部間に一体的に架橋
される形に結合されたアッパパイプ２Ｆ２と、によって正面視逆Ｕ字状の形に組まれた構
成とされている。更に、上記バックフレーム２Ｆは、上述した各サイドフレーム２Ｆ１の
中間部間に補強パイプ２Ｆ３が幅方向に一体的に架橋されて補強された構成となっている
。
【００３６】
　上述した各サイドフレーム２Ｆ１は、それぞれ、１枚の鋼板材が高さ方向に長尺な板形
状にプレス加工されて形成されており、互いが幅方向に向かい合う形に面を向けて配設さ
れた状態とされている。各サイドフレーム２Ｆ１は、それらの前後側の各縁部が幅方向の
内側に折り曲げられることにより、曲げや捩りに対する構造強度が高められると共に、外
周部にエッジを立たせない形に丸められた形状とされている。
【００３７】
　アッパパイプ２Ｆ２は、１本の円鋼管材が逆Ｕ字状の形にプレス加工されて形成されて
いる。上記アッパパイプ２Ｆ２は、その逆Ｕ字状に折り曲げられた先の各端部が、それぞ
れ、各側のサイドフレーム２Ｆ１の上端部に嵌合されて溶接により強固に一体的に結合さ
れた状態とされている。補強パイプ２Ｆ３は、幅方向にストレートな形で延びる１本の円
鋼管材により形成されている。上記補強パイプ２Ｆ３は、上述した各サイドフレーム２Ｆ
１の高さ方向の中間部に幅方向に貫通した状態に差し込まれて溶接により強固に一体的に
結合された状態とされている。
【００３８】
　上述したバックフレーム２Ｆの各サイドフレーム２Ｆ１の外側部には、それぞれ、鋼板
材がＬ字板状の形にプレス成形されて形成されたストッパブラケット２Ｂが結合されてい
る。これらストッパブラケット２Ｂは、それぞれ、それらのＬ字の一片が各サイドフレー
ム２Ｆ１の外側部に面当接した状態にあてがわれて溶接により強固に一体的に結合された
状態とされている。これにより、各ストッパブラケット２Ｂは、それらのＬ字の他片が、
各サイドフレーム２Ｆ１から幅方向の外側に張り出した形となって設けられている。
【００３９】
　各ストッパブラケット２Ｂは、図２～図３及び図９に示すように、それらの上述した幅
方向の外側に張り出す他片が、各リクライニングプレート３Ｒの円弧状に形作られた上縁
部の上部側箇所に位置するように設けられている。そして、上記各ストッパブラケット２
Ｂの幅方向の外側に張り出した他片には、各側のリクライニングプレート３Ｒとの間に掛
着されたスパイラルスプリング２Ｓの外周側の端部が後側から引掛けられて固定されてい
る。これにより、各ストッパブラケット２Ｂには、上述した各スパイラルスプリング２Ｓ
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から前回転する方向の附勢力を受けるようになっている。なお、各スパイラルスプリング
２Ｓの内周側の端部は、後述する各リクライニングプレート３Ｒから切り起こされて形成
された切起し片３Ｒ３にそれぞれ前側から引掛けられて固定されている。
【００４０】
　更に、上述した各ストッパブラケット２Ｂは、図２～図３に示すように、それらの上述
した幅方向の外側に張り出す他片が、各リクライニングプレート３Ｒの円弧状に形作られ
た上縁部の上部側箇所に位置して、シートバック２が前後方向に倒された際に各リクライ
ニングプレート３Ｒの前後側の各端部に角状に突出して形成された前側係止突起３Ｒ１又
は後側係止突起３Ｒ２と当接して各方向への倒れ込み回転を規制する規制部としても機能
するようになっている。更に、車両内側に設けられたストッパブラケット２Ｂは、シート
バック２が前側に折り畳まれる位置まで倒されることにより、後述する車両内側のリクラ
イニングプレート３Ｒの切起し片３Ｒ３に回転可能に連結された解除アーム６を同方向に
押し回して、同解除アーム６に繋がれたケーブル７を牽引操作するようにも機能するよう
になっている。
【００４１】
＜リクライナ５について＞
　次に、各リクライナ５の構成について説明する。なお、各リクライナ５は、特開２０１
１－１１６３０３号公報等の文献に開示された公知の構成となっているため、以下ではそ
の主要部の構造のみを簡潔に説明することとする。図４に示すように、各リクライナ５は
、上述したシートバック２の各サイドフレーム２Ｆ１と、その幅方向の外側に向かい合っ
て配置される各リクライニングプレート３Ｒと、の間に挟まれて配置されており、これら
を互いに相対回転させられる形に連結した状態となっている。
【００４２】
　具体的には、上記各リクライナ５は、シートバック２の各サイドフレーム２Ｆ１の外側
面部に連結された円板形状のラチェット５Ａと、各リクライニングプレート３Ｒの内側面
部に連結された円板形状のガイド５Ｂと、これらの外周部間に跨って装着されてこれらを
互いに相対回転させられるように軸方向に組み付けた状態に保持する円筒形状の外周リン
グ５Ｃと、を有する。更に、各リクライナ５は、上記ガイド５Ｂの内側面部に組み付けら
れてラチェット５Ａとの噛合によりラチェット５Ａとガイド５Ｂとの相対回転をロックす
るロック構造５Ｄと、ガイド５Ｂの中心部に通されて回転により上記ロック構造５Ｄのロ
ック状態を解除操作する操作軸５Ｅと、操作軸５Ｅをロックの作動方向に回転附勢するロ
ックスプリング５Ｆと、ロックスプリング５Ｆを幅方向の外側から覆う形でガイド５Ｂの
外側面部に組み付けられてロックスプリング５Ｆの外れ止めをする抑え板５Ｐと、を有す
る。
【００４３】
　上述したラチェット５Ａとガイド５Ｂとは、互いに軸方向に組み付けられて、常時は上
述したロック構造５Ｄがロックスプリング５Ｆの附勢力を受けてラチェット５Ａに噛合し
た状態に保持されることで、互いの相対回転がロックされた状態に保持されている。上記
ラチェット５Ａとガイド５Ｂとは、上述した図示しないリクライニングレバーが操作され
て操作軸５Ｅが解除操作方向に回されることにより、上述したロック構造５Ｄによる双方
の回転止め状態が解除されて、互いに相対回転することのできる状態に切り換えられるよ
うになっている。上記各リクライナ５の操作軸５Ｅは、図１に示すように、互いにコネク
ティングロッドＲを介して回転方向に一体的となる状態に連結されており、互いが一体的
となってロック解除の各操作方向に回されるようになっている。
【００４４】
＜リクライニングプレート３Ｒについて＞
　次に、各リクライニングプレート３Ｒの構成について説明する。各リクライニングプレ
ート３Ｒは、上述した各リクライナ５を介して重量物たるシートバック２を下方側から強
く支えることができるよう、シートバック２の各サイドフレーム２Ｆ１よりも厚手の構造
強度の高い鋼板材により形成されている。このような厚手の各リクライニングプレート３
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Ｒに各リクライナ５が結合されていることにより、これらリクライナ５とリクライニング
プレート３Ｒとの結合強度も高く確保されている。したがって、シートバック２に掛けら
れる背凭れ荷重や各種衝突荷重によって、シートバック２から各側のリクライナ５を介し
て各リクライニングプレート３Ｒに曲げモーメント等の大きな負荷が掛けられても、これ
らの負荷が上述した各リクライナ５とこれらに結合された各リクライニングプレート３Ｒ
とにおいて強く受け止められるようになっている。
【００４５】
　上述した各リクライニングプレート３Ｒは、それらの上縁部が、各リクライナ５の中心
点まわりに湾曲した円弧状の形に形成されている。そして、各リクライニングプレート３
Ｒの上記円弧状に湾曲した上縁部の前端部と後端部とには、それぞれ、外周側に向かって
角状に突出した形となる前側係止突起３Ｒ１と後側係止突起３Ｒ２とが形成されている。
また、図４に示すように、上述した各リクライニングプレート３Ｒの中央部には、幅方向
の外側へ向かってクランク状の形に切り起された切起し片３Ｒ３が形成されている。これ
ら切起し片３Ｒ３には、それぞれ、前述した各スパイラルスプリング２Ｓの内周側の端部
が前側から引掛けられて固定されている。
【００４６】
　また、車両内側のリクライニングプレート３Ｒの切起し片３Ｒ３には、同側のリクライ
ナ５の操作軸５Ｅと同軸線上の位置に、前述したケーブル７の牽引操作を行うための解除
アーム６が中央部においてピン６Ａにより回転可能に連結されている。上述した各リクラ
イニングプレート３Ｒは、図１及び図５に示すように、それらの下端側の前後２箇所の各
端部が、それぞれ、シートクッション３の各側のサイドフレーム３Ｆ１の後端部の外側面
部に面当接した状態にあてがわれて、それぞれ外側からボルト３Ｒ４が差し込まれて各サ
イドフレーム３Ｆ１の内側面部に溶着されたウェルドナット３Ｆ１ｄに締結されることに
より、各サイドフレーム３Ｆ１の後端部に強固に一体的に結合された状態とされている（
図６及び図８参照）。
【００４７】
＜解除アーム６＞
　解除アーム６は、図２に示すように、１本の長尺な板状部材によって形成されている。
上記解除アーム６は、その長手方向の中央部が、前述したように、ピン６Ａによって車両
内側のリクライニングプレート３Ｒから切り起こされた切起し片３Ｒ３の外側面部に回転
可能に連結されている。そして、上記解除アーム６は、その後下方向に延びる一方側のア
ーム部にケーブル７の端部が繋がれており、その反対側の前上方向に延びる他方側のアー
ム部が、前述したシートバック２のサイドフレーム２Ｆ１に結合されたＬ字板状のストッ
パブラケット２Ｂの幅方向の外側に張り出す他片の回転軌跡上の位置に張り出した状態と
なって設けられている。上記連結により、解除アーム６は、図３に示すように、シートバ
ック２が前側に折り畳まれる位置まで倒し込まれることにより、上記ストッパブラケット
２Ｂによって押し蹴られる形で回転し、ケーブル７の図示された一端を上方側に牽引操作
するようになっている。
【００４８】
＜ケーブル７＞
　図２及び図９に示すように、ケーブル７は、管状のアウタケーブル７Ａの内部に線状の
インナケーブル７Ｂが挿通された内外の２重構造から成る構成となっている。上記アウタ
ケーブル７Ａは、その図示された一端部が、車両内側のリクライニングプレート３Ｒの外
側面部に結合された固定ブラケット８の固定片８Ａに横から嵌め込まれて引掛けられた状
態に固定され、不図示の他端部が、前述した図示しない着座ロック部のベースに固定され
た状態とされている。また、インナケーブル７Ｂは、その図示されたアウタケーブル７Ａ
の一端部から繰り出された先の端部が、上述した解除アーム６の一方側のアーム部にピン
連結され、図示しないアウタケーブル７Ａの他端部から繰り出された先の端部が、前述し
た図示しない着座ロック部のロックの解除部材に連結された構成とされている。
【００４９】
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　上記構成のケーブル７は、図３に示すように、上述した解除アーム６がシートバック２
の前倒れによって押し回されることにより、同解除アーム６と繋がれたインナケーブル７
Ｂの一端部がアウタケーブル７Ａの一端部から引き出される形で操作される。これにより
、ケーブル７は、図示しない他端部において、インナケーブル７Ｂの端部がアウタケーブ
ル７Ａ内に引き込まれるように操作されて、同インナケーブル７Ｂの端部に繋がれた図示
しない着座ロック部の解除部材を操作して、着座ロック部のロック状態を解除するように
なっている。
【００５０】
＜固定ブラケット８＞
　固定ブラケット８は、図７及び図９に示すように、１枚の鋼板材がプレス加工されて形
成されている。上記固定ブラケット８は、上述した車両内側のリクライニングプレート３
Ｒの外側面部に互いの板形状を重ね合わせるように幅方向に面当接した形にあてがわれて
溶接により強固に一体的に結合された状態として設けられている。上記固定ブラケット８
は、図７に示すように、その下端部に、幅方向の外側に直角に折り曲げられた固定片８Ａ
が形成され、上端部に、幅方向の内側に直角に折り曲げられた張出部８Ｃが形成された、
クランク状に折り曲げられた形状とされている。また、上記固定ブラケット８は、その上
縁部近くの領域上に、前後方向に延びる長孔形状に貫通した孔部８Ｂが形成された構成と
されている。
【００５１】
　上記固定ブラケット８は、次のように車両内側のリクライニングプレート３Ｒの外側面
部に組み付けられて固定されている。先ず、固定ブラケット８の上端部に形成された幅方
向の内側に折り曲げられて張り出す張出部８Ｃを、リクライニングプレート３Ｒの対応す
る位置に貫通して形成された長孔形状の貫通孔３Ｒ５内に通しながら、固定ブラケット８
をリクライニングプレート３Ｒの外側面部に面当接させた状態に組み付ける（図６参照）
。次に、上記組み付けにより固定ブラケット８の孔部８Ｂ内に露呈するリクライニングプ
レート３Ｒの外側面部を孔部８Ｂの周縁部に溶接する。これにより、上述した固定ブラケ
ット８が、上記幅方向の内側に張り出す張出部８Ｃをリクライニングプレート３Ｒに突き
当てることなく、貫通孔３Ｒ５から幅方向の内側に張り出させる形に通した状態として、
リクライニングプレート３Ｒに適切に組み付けられた状態となる。
【００５２】
　上述したリクライニングプレート３Ｒに形成された貫通孔３Ｒ５は、図４に示すように
、固定ブラケット８の張出部８Ｃよりも高さ方向の幅が僅かに広い形に貫通した形状とさ
れている。これにより、固定ブラケット８は、張出部８Ｃの折り曲げに伴う内周側のＲ形
状が、貫通孔３Ｒ５の周縁上に乗り上がってリクライニングプレート３Ｒから幅方向の外
側に浮いてしまうといった不具合を生じることなく、貫通孔３Ｒ５内に収められて、リク
ライニングプレート３Ｒの外側面部に広く面当接した形に組み付けられて固定された状態
とされている。
【００５３】
＜シートクッション３の骨格について＞
　次に、シートクッション３の構成について説明する。図１及び図５に示すように、シー
トクッション３は、その骨格を成すクッションフレーム３Ｆが、平面視四角枠状の形に組
まれた構成とされている。具体的には、上記クッションフレーム３Ｆは、左右一対の前後
方向に長尺な鋼板材から成るサイドフレーム３Ｆ１と、各サイドフレーム３Ｆ１の前端部
間に一体的に架橋される形に結合されたフロントパイプ３Ｆ２と、各サイドフレーム３Ｆ
１の後端部間に一体的に架橋される形に結合されたリヤパイプ３Ｆ３と、によって平面視
四角枠状の形に組まれた構成とされている。
【００５４】
　上述した各サイドフレーム３Ｆ１は、それぞれ、１枚の鋼板材が前後方向に長尺な板形
状にプレス加工されて形成されており、互いが幅方向に向かい合う形に面を向けて配設さ
れた状態とされている。各サイドフレーム３Ｆ１は、それらの上下側の各縁部が幅方向の
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内側に折り曲げられることにより、曲げや捩りに対する構造強度が高められると共に、外
周部にエッジを立たせない形に丸められた形状とされている。
【００５５】
　フロントパイプ３Ｆ２及びリヤパイプ３Ｆ３は、それぞれ、幅方向にストレートな形で
延びる１本の円鋼管材により形成されている。上記フロントパイプ３Ｆ２は、上述した各
サイドフレーム３Ｆ１の前端部間に架橋されて溶接により強固に一体的に結合された状態
とされている。また、リヤパイプ３Ｆ３は、上述した各サイドフレーム３Ｆ１の後端下部
に幅方向に貫通した状態に差し込まれて溶接により強固に一体的に結合された状態とされ
ている。
【００５６】
　図５に示すように、上述した各サイドフレーム３Ｆ１の後端部は、それぞれ、上方側に
斜めに形状を立ち上がらせた形状とされている。そして、各サイドフレーム３Ｆ１の後端
部には、それらの立ち上がった先の各上部箇所に、前述した各リクライニングプレート３
Ｒの下部箇所がそれぞれ幅方向の外側からあてがわれて、互いのあてがわれた前後２箇所
の各部位がそれぞれボルト３Ｒ４の締結により一体的に結合された状態とされている。
【００５７】
　具体的には、図６に示すように、上述した各リクライニングプレート３Ｒが結合される
各サイドフレーム３Ｆ１の後端上部には、それらの内側面部上に、それぞれウェルドナッ
ト３Ｆ１ｄが前後２箇所ずつ溶着されている。これらウェルドナット３Ｆ１ｄが溶着され
た各サイドフレーム３Ｆ１の後端上部の前後２箇所は、それらの上縁部が山状に湾曲した
形に膨らんだ形状とされていると共に、幅方向の内側に折り曲げられたフランジ部の付い
た形状とされている。しかし、これらの間の中間部、すなわち、上述した各サイドフレー
ム３Ｆ１の後端上部の前後２箇所の山状に膨らんだ箇所間の谷間部には、上記のような幅
方向の内側に折り曲げられたフランジ部がなく、上記谷間部が、その上縁部から下方側に
向かって切り込まれた前後２箇所の筋状のスリット３Ｆ１ｃによって、段差状に落ち込ん
だ凹形状に形成された状態とされている。
【００５８】
　上記各サイドフレーム３Ｆ１の後端上部の各スリット３Ｆ１ｃによって区画された各中
間部は、それぞれ、幅方向の内側に向かって張り出す形に押し出された押出し部３Ｆ１ａ
として形成されており、曲げや捩りに対する構造強度が高められた構成とされている。更
に、上記各スリット３Ｆ１ｃによって区画された各押出し部３Ｆ１ａの上縁部には、各ス
リット３Ｆ１ｃの底面よりも各スリット３Ｆ１ｃの深さの範囲内で上方側に張り出す張出
片３Ｆ１ｂが形成されている。上記張出片３Ｆ１ｂは、その上面が平坦な形状とされてお
り、シートバック２をシートクッション３に組み付ける際に、固定ブラケット８の張出部
８Ｃを上方側から面当接させた状態にあてがえるようになっている。
【００５９】
　上述した張出片３Ｆ１ｂは、上述した前後２箇所の各スリット３Ｆ１ｃによって形成さ
れる凹みの内部に形成されている。上記各スリット３Ｆ１ｃによって形成される凹みの前
後幅は、上記固定ブラケット８の張出部８Ｃの前後幅よりも僅かに大きな形状とされてい
る。上記構成により、張出片３Ｆ１ｂは、シートバック２をシートクッション３に組み付
ける際に、固定ブラケット８の張出部８Ｃを車両内側のサイドフレーム３Ｆ１の後端上部
の略中央部上に落とし込んで面当接させることにより、張出部８Ｃを凹みの内部に落とし
込んで前後方向に大きく位置ずれさせないように位置決めした状態に保持するようになっ
ている。
【００６０】
　以上のように構成されたシートバック２とシートクッション３は、次のように組み付け
られて締結されている。すなわち、先ず、前述もしたように、予めシートバック２に不図
示のバックパッドとバックカバーとが組み付けられ、シートクッション３にも不図示のク
ッションパッドとクッションカバーとが組み付けられた状態で、シートバック２に組み付
けられた各リクライニングプレート３Ｒを、シートクッション３の各サイドフレーム３Ｆ
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１の後端上部の外側面部に重ね合わせるように上方側から落とし込んでセットする。上記
組み付けにより、図６及び図８に示すように、車両内側のリクライニングプレート３Ｒか
ら幅方向の内側へ張り出す固定ブラケット８の張出部８Ｃが、同側のサイドフレーム３Ｆ
１の後端上部の各スリット３Ｆ１ｃ間の凹み内に張り出す張出片３Ｆ１ｂ上に上方側から
面当接した状態にセットされる。
【００６１】
　その際、上記固定ブラケット８の張出部８Ｃが、上記の落とし込みによりサイドフレー
ム３Ｆ１の後端上部の略中央位置にうまく落とし込まれれば、張出部８Ｃが上記各スリッ
ト３Ｆ１ｃ間の凹みの内部に入り込んで、張出片３Ｆ１ｂ上に面当接した状態にあてがわ
れて高さ方向と前後方向とに位置決めされた状態となる。しかし、上記固定ブラケット８
の張出部８Ｃが、上記サイドフレーム３Ｆ１の後端上部の各スリット３Ｆ１ｃ間の凹みの
領域から前後方向に外れたところに落とし込まれてしまうと、張出部８Ｃは、上記サイド
フレーム３Ｆ１の後端上部の前後２箇所の上縁部に形成された山状に湾曲した傾斜面上に
乗り上がってしまうことがある。しかしながら、上記のように張出部８Ｃが外れた位置に
落とし込まれたとしても、張出部８Ｃは、上記サイドフレーム３Ｆ１の前後どちらかの山
の斜面に沿って重力方向に落とし込まれるように案内されることから、上述した各スリッ
ト３Ｆ１ｃ間の凹みの領域内に適切に落とし込まれるようになっている。
【００６２】
　そして、上記のように固定ブラケット８の張出部８Ｃが車両内側のサイドフレーム３Ｆ
１の張出片３Ｆ１ｂ上に面当接した状態にセットされることにより、予めシートバック２
に組み付けられた不図示のバックパッドが、同じくシートクッション３に組み付けられた
不図示のクッションパッドの上部に載置されてバランスされた状態となり、シートバック
２がシートクッション３上に自立した形に保持された状態となる。上記の組み付けにより
、シートバック２に予め連結された各側のリクライニングプレート３Ｒとシートクッショ
ン３の各側のサイドフレーム３Ｆ１とがボルト３Ｒ４を外側から差し込んで締結すること
のできる状態に位置合わせされた状態となる。したがって、次に、各側のリクライニング
プレート３Ｒとシートクッション３の各サイドフレーム３Ｆ１との位置合わせされた各締
結箇所に、それぞれ、外側からボルト３Ｒ４を前後２本ずつ差し込んで、対応するウェル
ドナット３Ｆ１ｄに締結する。これにより、各側のリクライニングプレート３Ｒがシート
クッション３の各サイドフレーム３Ｆ１の後端部に強固に一体的に結合された状態となる
。なお、上記固定ブラケット８の張出部８Ｃは、上述した各ボルト３Ｒ４の締結により、
上述したサイドフレーム３Ｆ１の張出片３Ｆ１ｂとの当接状態から僅かに浮いて固定され
るようになっている。
【００６３】
＜まとめ＞
　以上をまとめると、本実施例のシート１は次のような構成となっている。すなわち、シ
ートバック２が乗物本体（フロア）上のベースフレーム（シートクッション３のサイドフ
レーム３Ｆ１）に連結されたシート１であって、シートバック２のフレーム（サイドフレ
ーム２Ｆ１）と一体的関係を成してベースフレーム（シートクッション３のサイドフレー
ム３Ｆ１）と連結される連結フレーム（リクライニングプレート３Ｒ）と、連結フレーム
（リクライニングプレート３Ｒ）又はベースフレーム（シートクッション３のサイドフレ
ーム３Ｆ１）の一方（リクライニングプレート３Ｒ）に設けられて他方（シートクッショ
ン３のサイドフレーム３Ｆ１）との当接により互いの連結位置の位置決めを行う位置決め
部材（固定ブラケット８）と、を有するものである。
【００６４】
　このように、連結フレーム（リクライニングプレート３Ｒ）とベースフレーム（シート
クッション３のサイドフレーム３Ｆ１）との連結位置の位置決めを、これらのうちの一方
（リクライニングプレート３Ｒ）に設けた位置決め部材（固定ブラケット８）と他方（シ
ートクッション３のサイドフレーム３Ｆ１）との当接によって行うことで、シートバック
２をベースフレーム（シートクッション３のサイドフレーム３Ｆ１）に対して簡素な構造
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により位置合わせして組み付けることができる。
【００６５】
　詳しくは、上記連結フレーム（リクライニングプレート３Ｒ）とベースフレーム（シー
トクッション３のサイドフレーム３Ｆ１）とが互いに高さ方向に組み合わされて幅方向に
重ねられた状態に連結される構成とされている。位置決め部材（固定ブラケット８）が上
記一方（リクライニングプレート３Ｒ）から他方（シートクッション３のサイドフレーム
３Ｆ１）に向けて幅方向に張り出して他方（シートクッション３のサイドフレーム３Ｆ１
）との高さ方向の当接により連結位置の位置決めを行う構成とされている。
【００６６】
　このように、位置決め部材（固定ブラケット８）を他方（シートクッション３のサイド
フレーム３Ｆ１）に対して重力方向に当接させることで、両者を安定した位置決め状態に
保持することができる。また、連結フレーム（リクライニングプレート３Ｒ）とベースフ
レーム（シートクッション３のサイドフレーム３Ｆ１）とが互いに幅方向に重ねられる構
成となっているものに対して位置決め部材（固定ブラケット８）が適用されることで、位
置決め部材（固定ブラケット８）を幅方向の張り出し長さの短い構造強度の高い構成とす
ることができる。
【００６７】
　また、位置決め部材（固定ブラケット８）が上記一方（リクライニングプレート３Ｒ）
に幅方向にあてがわれて結合されて幅方向に張り出す形に折り曲げられた形状を持つ板材
により形成されている。
【００６８】
　このような構成となっていることにより、位置決め部材（固定ブラケット８）を上記一
方（リクライニングプレート３Ｒ）に広くあてがえて強固に結合しつつ、幅方向に張り出
す形状を持たせた構成とすることができる。
【００６９】
　また、連結フレームがシートバック２のサイドフレーム２Ｆ１の外側部に連結されたリ
クライニングプレート３Ｒとして構成されている。ベースフレーム（シートクッション３
のサイドフレーム３Ｆ１）がリクライニングプレート３Ｒの内側部に重ねられて連結され
る構成とされている。位置決め部材（固定ブラケット８）がリクライニングプレート３Ｒ
の外側部に結合された板材として構成されて幅方向に折り曲げられた板状の張出部８Ｃが
リクライニングプレート３Ｒに形成された貫通孔３Ｒ５から幅方向の内側へと通されて幅
方向に張り出す構成とされている。
【００７０】
　このような構成となっていることにより、位置決め部材（固定ブラケット８）を、連結
フレーム（リクライニングプレート３Ｒ）のベースフレーム（シートクッション３のサイ
ドフレーム３Ｆ１）との重ね合わせに影響しない外側部に設けつつ、ベースフレーム（シ
ートクッション３のサイドフレーム３Ｆ１）と高さ方向に当接させるための張出部８Ｃを
、連結フレーム（リクライニングプレート３Ｒ）の内側へ適切に張り出させた構成とする
ことができる。また、このような構成をとることで、連結フレーム（リクライニングプレ
ート３Ｒ）に直接、張出部８Ｃを切り起こして形成するものと比べて、連結フレーム（リ
クライニングプレート３Ｒ）に形成される孔の大きさを小さく抑えることができる。した
がって、連結フレーム（リクライニングプレート３Ｒ）の構造強度を大きく損なうことな
く、連結フレーム（リクライニングプレート３Ｒ）に位置決め部材を設定することができ
る。
【００７１】
　また、位置決め部材が連結フレーム（リクライニングプレート３Ｒ）の外側部にシート
装備品（ケーブル７）を固定するために結合された板状のブラケット（固定ブラケット８
）により構成されている。
【００７２】
　このような構成となっていることにより、位置決め部材を連結フレーム（リクライニン
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グプレート３Ｒ）の外側部に結合されるシート装備品（ケーブル７）の固定用のブラケッ
ト（固定ブラケット８）の構成を利用して合理的に構成することができる。
【００７３】
　また、連結フレーム（リクライニングプレート３Ｒ）とベースフレーム（シートクッシ
ョン３のサイドフレーム３Ｆ１）とが前後方向の２箇所で互いに連結（ボルト３Ｒ４によ
り締結）される構成とされている。位置決め部材（固定ブラケット８）と上記他方（シー
トクッション３のサイドフレーム３Ｆ１）とが上記２箇所の間の位置で当接するようにな
っている。
【００７４】
　このような構成となっていることにより、位置決め部材（固定ブラケット８）により、
連結フレーム（リクライニングプレート３Ｒ）とベースフレーム（シートクッション３の
サイドフレーム３Ｆ１）との前後２箇所の連結位置をそれぞれ少ない誤差で位置決めする
ことができる。
【００７５】
　また、位置決め部材（固定ブラケット８）が上記他方（シートクッション３のサイドフ
レーム３Ｆ１）に形成された高さ方向に凹んだ凹部（前後２箇所のスリット３Ｆ１ｃによ
って形成された凹み）内に入り込んで凹部の底面（張出片３Ｆ１ｂの上面）と当接する構
造となっている。
【００７６】
　このような構成となっていることにより、位置決め部材（固定ブラケット８）を上記他
方（シートクッション３のサイドフレーム３Ｆ１）に形成された凹部（前後２箇所のスリ
ット３Ｆ１ｃによって形成された凹み）内に入り込ませて、前後方向にバタ付かせにくい
状態にして他方（シートクッション３のサイドフレーム３Ｆ１）に当接させることができ
る。
【００７７】
　また、位置決め部材（固定ブラケット８）が上記他方（シートクッション３のサイドフ
レーム３Ｆ１）に面当接して１箇所で位置決めを行う構成とされている。
【００７８】
　このような構成となっていることにより、位置決め部材（固定ブラケット８）を１箇所
で位置決めを行う簡素な構成とすることができる。
【００７９】
　また、連結フレーム（リクライニングプレート３Ｒ）とベースフレーム（シートクッシ
ョン３のサイドフレーム３Ｆ１）との連結構造が幅方向に一対で設けられている。位置決
め部材（固定ブラケット８）が上記一対のいずれかにのみ設定されている。
【００８０】
　このように、幅方向に一対の連結構造のうちのいずれかにのみ位置決め部材（固定ブラ
ケット８）を設定することで、構成の簡素化を図ることができる。また、上記一対のいず
れかにのみ設定される何らかの機能部品（固定ブラケット８）を位置決め部材として兼用
させる構成とする場合に、上記機能部品を有効に活用することができる。
【００８１】
＜その他の実施形態＞
　以上、本発明の実施形態を１つの実施例を用いて説明したが、本発明は上記実施例のほ
か各種の形態で実施することができるものである。例えば、本発明の乗物用シートの構成
は、鉄道等の自動車以外の車両や、航空機、船舶等の様々な乗物用に供されるシートにも
広く適用することができるものである。
【００８２】
　また、シートバックが固定される乗物本体上のベースフレームは、シートクッションの
フレームの他、フロアパネル等の乗物本体と一体を成す構造体に固定されるその他のフレ
ームであってもよい。また、上記ベースフレームと連結されるシートバックのフレームと
一体的関係を成す連結フレームは、リクライニングプレートの他、シートバックのサイド
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フレーム又は同サイドフレームに連結されるブラケット等のシートバックのフレームと一
体的関係を成すフレームであればよい。また、位置決め部材は、上記連結フレームの他、
ベースフレームに設けられるものであってもよい。
【００８３】
　また、連結フレームとベースフレームとは、互いに高さ方向に組み合わされるものの他
、前後方向や幅方向に組み合わされるものであってもよい。また、両フレームは、必ずし
も互いの組み合わせ方向とは垂直な方向に形状を重ねた状態に組み付けられるものでなく
てもよい。
【００８４】
　また、位置決め部材は、その設けられる対象となる連結フレーム又はベースフレームに
直接切り起されたり折り曲げられたりして形成されるものであってもよい。但し、連結フ
レームとベースフレームとが互いに組み合わされる方向とは垂直な方向に形状を重ねる構
成となっている場合、上記どちらかのフレームの切り起こしや折り曲げに伴う内周側のＲ
形状により、互いの形状を重ね合わせた状態での位置決めが適切に行えない可能性が生じ
ることに留意が必要である。又は、上記どちらかのフレームを切り起こしたり折り曲げた
りした外周側の面を相手側部材に当接させる場合、上記フレームの切り起こしや折り曲げ
に伴う外周側のＲ形状により相手側部材との当接面積が減少する可能性が生じることにも
留意が必要である。
【００８５】
　また、位置決め部材は、ケーブルを固定するために用いられる固定ブラケットの他、ワ
イヤハーネス又はバネ等の他のシート装備品を固定するためのブラケットとして構成され
たものであってもよい。また、位置決め部材は、連結フレーム又はベースフレームの互い
に形状を重ねる側の側面に設けられるものであってもよい。具体的には、例えば、連結フ
レームとベースフレームとが互いに高さ方向に組み合わされて幅方向に重ねられた状態に
連結される構成とされているものにおいて、位置決め部材は、上記連結フレーム又はベー
スフレームの互いに形状が重ねられる側の側面に組み付けられていてもよいし、その裏側
の側面に組み付けられて上記実施例で示したように貫通孔を通って相手側部材に向けて幅
方向に張り出すように設けられる構成となっているものであってもよい。
【００８６】
　また、位置決め部材は、板材が縦向きに相手側部材に当接して位置決めを行うものであ
ってもよいし、ピンを当接させるものであってもよい。但し、位置決め部材は、当接面積
の狭い当たり方をする構成となっている場合には、当接構造を複数設けることで、位置決
めの安定性を向上させることができる。また、上記実施例では、位置決め部材がシートバ
ックの片側の側部のみの位置決めをするようになっていて、シートバックがパッドの当た
りによっておおかたの支持がされてバランスされるようになっているものを示した。しか
し、位置決め部材は、シートバックの両側の側部において位置決めするように構成されて
いてもよい。また、位置決め部材による位置決めは、必ずしもシートバックを自立させた
形に保持するものでなくてもよく、あくまでも相手側部材との当接によって連結位置の位
置決めのみを行うための当て部材として設けられるものであってもよい。また、位置決め
部材は、樹脂等の金属以外の材料からなるものであってもよい。
【符号の説明】
【００８７】
　１　　　シート
　２　　　シートバック
　２Ｆ　　バックフレーム
　２Ｆ１　サイドフレーム
　２Ｆ２　アッパパイプ
　２Ｆ３　補強パイプ
　２Ｓ　　スパイラルスプリング
　２Ｂ　　ストッパブラケット
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　３　　　シートクッション
　３Ｆ　　クッションフレーム
　３Ｆ１　サイドフレーム（ベースフレーム）
　３Ｆ１ａ　押出し部
　３Ｆ１ｂ　張出片
　３Ｆ１ｃ　スリット
　３Ｆ１ｄ　ウェルドナット
　３Ｆ２　フロントパイプ
　３Ｆ３　リヤパイプ
　３Ｒ　　リクライニングプレート（連結フレーム）
　３Ｒ１　前側係止突起
　３Ｒ２　後側係止突起
　３Ｒ３　切起し片
　３Ｒ４　ボルト
　３Ｒ５　貫通孔
　４　　　ヘッドレスト
　５　　　リクライナ
　５Ａ　　ラチェット
　５Ｂ　　ガイド
　５Ｃ　　外周リング
　５Ｄ　　ロック構造
　５Ｅ　　操作軸
　５Ｆ　　ロックスプリング
　５Ｐ　　抑え板
　Ｒ　　　コネクティングロッド
　６　　　解除アーム
　６Ａ　　ピン
　７　　　ケーブル（シート装備品）
　７Ａ　　アウタケーブル
　７Ｂ　　インナケーブル
　８　　　固定ブラケット（位置決め部材、ブラケット）
　８Ａ　　固定片
　８Ｂ　　孔部
　８Ｃ　　張出部
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